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　単語の学習には、単に語義を知るだけでは不十分で、派生、発展的意味、コロケーション等、多種多様な知識を身に付ける必要がある。第二言語語彙習得研究の分野では、そのような様々な側面を含めた「語彙知識の質」に強い感心が集まるようになって久しい。しかし、その測定方法についての研究は発展途上であり、この分野における大きな課題の一つであると言える。

　本発表者は、１）語彙サイズ、２）多義性、３）派生、及び４）類義語の使い分けの四種類の語彙知識を研究対象とし、これら四種類の知識を測定するためのテストを作成した。本発表では、これらのテストから得られた分析結果を紹介した。予測されるように、異なる種類の語彙知識の間には強い相関関係が見られるが、特に語彙サイズとその他三種類の知識との間の相関関係が強く見られた。また、各々の知識の発達は一様ではなく、学習者の語彙サイズによって、これらの知識の間にある関連性が変わってくる可能性が指摘された。また、収集したデータに基づいて、教育的応用についても一つの案が示された。

　発表後には活発な議論が展開された。過去の語彙習得研究の中では、異なる知識の間の関連性はあまり議論されてこず、本研究はその一歩となるものであると言える。しかしながら、それゆえの未熟さも多く、特に本研究では対象となっていない種類の知識が多くあることに感心が集まった。それについては、今後の大きな課題であると言えよう。
